
127　　　対日占領政策と神道指令 　126

日
本
占
領
の
「
究
極
ノ
目
的
」

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
八
月
十
四
日
、
日
本
は
、
同
年
七

年
二
十
六
日
に
米
・
英
・
中
の
三
国
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
―
―
後

に
ソ
連
も
参
加
―
―
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
第
二
次
世
界
大
戦

は
終
焉
を
迎
え
る
。
十
九
日
後
の
九
月
二
日
、
東
京
湾
に
浮
か
ぶ
米

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
艦
上
で
日
本
が
降
伏
文
書
に
署
名
し
た
そ
の
日
か

ら
、
米
国
を
中
心
と
し
た
連
合
国
軍
に
よ
る
六
年
八
か
月
に
も
及
ぶ

対
日
軍
事
占
領
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
間
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（General H

ead-

quaters Suprem
e Com

m
ander for the A

llied Pow
ers 

略
称　

GD
Q

/SCA
P

）
が
行
な
っ
た
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
占
頑
政
策
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
が
受
諾
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
忠
実
に

依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
宣
言
の
第
五
項
は
「
吾
等
ノ
条
件

ハ
左
ノ
如
シ
吾
等
ハ
右
条
件
ヨ
リ
離
脱
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
日
本
の
降
伏
が
「
条
件
付
降
伏
」
と
で
あ
る
こ
と
は
疑

う
べ
く
も
な
い
。

当
時
の
米
国
国
務
省
も
「
こ
の
宣
言
は
、
日
本
国
及
び
日
本
国
政

府
に
対
し
、
降
伏
条
件
を
提
示
し
た
文
書
で
あ
っ
て
、
受
諾
さ
れ
れ

ば
国
際
法
の
一
般
規
範
に
よ
り
解
釈
さ
れ
る
国
際
協
定
を
な
す
も
の

で
あ
ろ
う
」
と
の
基
本
的
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
第
十
三
項

の
「
日
本
国
政
府
が
直
に
全
日
本
軍
隊 

一
の
無
条
件
降
伏
を
宣
言

し
…
…
」
と
あ
る
文
言
を
厳
密
に
捉
え
て
「
無
条
件
降
伏
が
『
全
日

「
神
道
・
皇
室
研
究
会
」
報
告

対
日
占
領
政
策
と
神
道
指
令

大

原

康

男

（
國
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
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本
軍
隊
』
に
だ
け
適
用
が
あ
る
」
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
四
日
後
の
九
月
六
日
に
米
本
国
の
統
合
参
謀
本
部
が

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
に
宛
て
て
発
し
た
「
連
合
国
最
高
司
令

官
の
権
限
に
関
す
る
通
達
」
に
は
「
わ
れ
わ
れ
と
日
本
の
関
係
は
、

契
約
的
基
礎
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
無
条
件
降
伏
を
基
礎
と

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
は
大
き
く
異

な
る
身
勝
手
な
態
度
変
更
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前

に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
内
示
さ
れ
、九
月
二
十
二
日
に
公
表
さ
れ
た「
降

伏
後
ニ
オ
ケ
ル
米
国
ノ
初
期
対
日
方
針
」
で
は
占
領
の
「
究
極
ノ
目

的
」
を
次
の
二
点
に
要
約
し
て
い
る
。

（
イ
）
日
本
国
ガ
再
ビ
米
国
ノ
脅
威
ト
ナ
リ
又
ハ
世
界
ノ
平
和

及
安
全
ノ
脅
威
卜
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
確
実
ニ
ス
ル
コ
ト

（
ロ
）
他
国
ノ
権
利
ヲ
尊
重
シ
国
際
連
合
憲
章
ノ
理
想
卜
原
則

ニ
示
サ
レ
タ
ル
米
国
ノ
目
的
ヲ
支
持
ス
ベ
キ
平
和
的
且
責

任
ア
ル
政
府
ヲ
究
極
ニ
於
テ
樹
立
ス
ル
コ
ト

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
「
脅
威
」
で
あ
る
。
中
で

も
直
接
の
「
脅
威
」
で
あ
る
軍
事
力
の
除
去
は
最
も
緊
急
を
要
す
る

施
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
「
無
条
件
降
伏
」
の
対
象

と
さ
れ
た
陸
海
軍
の
全
面
的
武
装
解
除
と
復
員
、
大
本
営
・
参
謀
本

部
・
軍
令
部
・
陸
海
軍
省
等
の
軍
事
官
衛
の
廃
止
、
軍
事
基
地
や
軍

関
係
学
校
の
接
収
・
閉
鎖
な
ど
を
大
急
ぎ
で
推
し
進
め
る
一
方
、
日

本
全
国
に
米
軍
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
を
進
駐
さ
せ
、
ほ
ぼ
昭
和

二
十
年
内
に
完
了
し
た
。

そ
れ
ら
と
並
行
し
て
政
治
的
自
由
の
制
限
撤
廃
か
ら
始
ま
っ
て
、

公
職
追
放
・
戦
争
裁
判
の
開
廷
か
ら 

最
終
的
に
は
憲
法
改
正
・
諸

法
令
の
改
廃
に
至
る
政
治
的
側
面
か
ら
の
政
策
、
あ
る
い
は
財
閥
解

体
や
企
業
の
集
中
排
除
・
農
地
開
放
・
一
連
の
労
働
者
保
護
立
法
と

い
っ
た
経
済
的
側
面
か
ら
の
政
策
が
相
次
い
で
構
想
・
実
施
さ
れ
た

が
、
こ
れ
だ
け
で
済
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
制
度
や
組
織

を
支
え
た
日
本
人
の
精
神
的
・
文
化
的
側
面
に
ま
で
強
い
関
心
を
抱

き
、
の
ち
に
日
本
人
の
〝
精
神
的
武
装
解
除
〟
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
苛

酷
な
指
令
を
次
々
と
日
本
政
府
に
対
し
て
発
し
た
の
で
あ
る
。　

そ
の
標タ

ー
ゲ
ッ
ト的

と
な
っ
た
の
が
〝
日
本
の
ナ
チ
ズ
ム
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
〟 

と
名
指
し
さ
れ
た
「
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

（m
ilitaristic and ultra-nationalistic ideology

）
で
あ
る
。 

（
日

本
政
府
は
後
者
を
時
に
は
「
過
激
ナ
ル
国
家
主
義
」
あ
る
い
は
「
極

端
ナ
ル
国
家
主
義
」
と
翻
訳
し
て
訳
語
に
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
の

で
、本
稿
で
は
「
超
国
家
主
義
」
と
総
称
し
て
お
く
）。
そ
し
て
「
国
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家
神
道
」（state shinto

）
こ
そ
が
こ
の
「
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
」

の
主
要
な
源
泉
と
さ
れ
た
。
国
家
神
道
を
危
険
視
す
る
見
方
は
既
に

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
三
月
に
国
務
省
の
戦
後
計
画
委
員
会

が
作
成
し
た
「
日
本
・
信
教
の
自
由
」
と
い
う
文
書
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
「
極
め
て
戦
闘
的
な
国
家
主
義
を
礼
讃
す
る
国
家
神
道

は
、
明
ら
か
に
太
平
洋
地
域
と
世
界
の
平
和
に
対
す
る
脅
威
の
源
泉

で
あ
る
」
と
規
定
し
た
上
で
、「
そ
れ
自
体
は
我
々
の
利
益
に
と
っ

て
有
害
で
は
な
い
」
古
神
道
と
、
近
年
そ
の
上
に
国
家
主
義
者
に
よ

っ
て
「
接
ぎ
木
」
さ
れ
た
国
家
神
道
と
を
区
別
し
て
信
教
の
自
由
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
、靖
国
神
社
・
明
治
神
宮
・
乃
木
神
社
・

東
郷
神
社
そ
の
他
の
「
国
家
的
英
雄
」
を
祀
る
比
較
的
新
し
い
神
社

に
つ
い
て
は
「
日
本
政
府
は
国
家
神
道
は
宗
教
で
は
な
い
」
と
繰
り

返
し
声
明
し
て
い
る
か
ら
、「
信
教
の
自
由
の
原
則
を
全
く
犯
す
こ

と
な
く
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
本
文

書
は
当
時
の
米
国
側
の
神
道
観
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
は

あ
る
が
、
の
ち
に
国
家
神
道
の
廃
止
を
命
ず
る
「
神
道
指
令
」
の
起

草
に
関
わ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
神
道
指
令
の
発
出
に
直
接
の
影
響
を
与
え
て
は
い
な
い
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
の
流
れ

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
第
十
項
で
は
「
日
本
国
民
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
民
主

主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化
ニ
対
ス
ル
一
切
ノ
障し

ょ
う

礙が
い

ヲ
除
去
」
し
、「
言

論
、
宗
教
及
思
想
ノ
自
由
並
ニ
基
本
的
人
権
ノ
尊
重
ハ
確
立
セ
ラ
ル

ベ
シ
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
先
記
し
た
「
初
期
対
日
方
針
」
の
第

三
部
「
政
治
の
『
三 

個
人
ノ
自
田
及
民
主
主
義
過
程
ヘ
ノ
冀き

求き
ゅ
う

ノ

奨
励
』」
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
的
信
仰
ノ
自
由
ハ
占
領
ト
共
ニ
直
ニ
宣
言
セ
ラ
ル
ベ
シ
同
時

ニ
日
本
人
ニ
対
シ
超
国
家
主
義
的 

乃
軍
国
主
義
的
組
織
及
運
動
ハ

宗
教
ノ
外
被
ノ
蔭
ニ
隠
ル
ル
ヲ
得
ザ
ル
旨
明
示
セ
ラ
ル
ベ
シ 

こ
の
一
節
に
は
「
信
教
の
自
由
の
保
障
」
と
「
宗
教
か
ら
の
軍
国

主
義
、
超
国
家
主
義
の
除
去
」
を
主
眼
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策

の
骨
格
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
高
司
令
官
に
直
属
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
補
佐
機
構
は

参ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
タ
ッ
フ

謀
部
と
幕ス

ペ
シ
ャ
ル
・
ス
タ
ッ
フ

僚
部
に
分
か
れ
る
が
、
宗
教
政
策
を
所
管
し
た
の
は

幕
僚
部
の
民
間
情
報
教
育
局
（Civil Inform

ation and Educa-

tion Section
略
称
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
職
務
は
日
本
に

関
す
る
公
共
的
情
報
を
収
集
し
、
最
高
司
令
官
に
対
し
て
教
育
・
宗
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教
・
言
論
な
ど
社
会
学
的
・
文
化
的
諸
問
題
に
関
わ
る
政
策
に
つ
い

て
助
言
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

初
代
の
局
長
は
Ｋ
・
Ｒ
・
ダ
イ
ク
で
、
そ
の
下
に
六
つ
の
課

（Section

）
が
置
か
れ
、
そ
の
一
つ
が
教
育
／
宗
教
課
で
あ
る
が
、

ほ
ど
な
く
教
育
課
と
宗
教
課
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
宗
教
課
は
他
課
と

合
併
し
て
宗
教
文
化
資
源
課
と
な
る
。
教
育
・
宗
教
課
時
代
か
ら
宗

教
文
化
資
源
課
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
の
チ

ー
フ
と
し
て
事
務
を
担
当
し
た
の
が
Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ン
ス
で
あ
る
。

バ
ン
ス
は
一
九
○
七
年
に
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
に
生
ま
れ
、
地
元
大

学
の
同
窓
で
あ
っ
た
女
性
と
結
婚
し
、
彼
女
の
父
親
が
京
都
の
同
志

社
大
学
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
が
縁
で
昭
和
初
年
に
来
日
、
英
語
教
師

と
し
て
三
年
ほ
ど
旧
制
松
山
高
校
の
教
壇
に
立
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

滞
日
期
間
は
さ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
経
験
が
着

目
さ
れ
て
で
あ
ろ
う
、
第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
て
ほ
ど
な
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
ス
タ
ッ
フ
要
員
と
し
て
再
来
日
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
配
属
さ
れ
て
宗
教

担
当
と
な
っ
た
の
だ
が
、
も
と
も
と
バ
ン
ス
は
大
学
で
は
歴
史
学
を

専
攻
し
、
宗
教
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
っ
た
た
め
、
前
田
多
門
文
相

（
当
時
）
の
世
話
で
岸
本
英
夫
東
京
帝
大
助
教
授
（
宗
教
学
）
か
ら

大
急
ぎ
で
神
道
に
つ
い
て
の
個
人
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
次
第
。

ご
く
短
期
間
の
神
道
学
習
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
バ
ン
ス
の
基
本

的
姿
勢
は
「
無
害
な
宗
教
的
慣
習
に
干
渉
す
る
こ
と
な
く
、
神
道
国

家
主
義
（Shinto N

ationalism

）
を
根
絶
す
る
た
め
の
合
理
的
な

基
礎
を
築
く
」
こ
と
に
置
い
た
の
で
、
そ
の
対
象
は
日
本
の
宗
教
全

般
で
は
な
く 

専
ら
「
国
家
神
道
」
と
い
う
世
俗
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

解
体
に
集
約
さ
れ
て
行
く
。

敗
戦
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
か
月
た
っ
た
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
政
府
に
対
し
て
発
し
た
「
国
家
神
道
、
神
社
神
道

ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
、
並
ニ
弘
布
ノ
廃
止

ニ
関
ス
ル
件
」
と
い
う
長
い
標
題
の
付
せ
ら
れ
た
覚メ

モ
ラ
ン
ダ
ム書

と
し
て
結

実
、
そ
の
略
称
が
「
神
道
指
令
」（Shinto D

irective

）
で
あ
り
、

神
道
指
令
は
そ
も
そ
も
教
育
政
策
の
一
環
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
い

う
出
自
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

世
に
い
う
教
育
の
四
大
指
令
と
は
、
教
育
か
ら
「
軍
国
主
義
・
超

国
家
主
義
」
を
排
除
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
そ
の
基
本
的
政
策
と
目

的
の
概
要
を
述
べ
た
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
」（
第

一
指
令
）、「
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
」
を
鼓
吹
し
た
と
さ
れ
る
教

育
関
係
者
の
追
放
を
命
じ
た
「
教
員
及
教
育
関
係
官
ノ
調
査
、除
外
、

認
可
ニ
関
ス
ル
件
」（
第
二
指
令
）、
国
家
神
道
を
廃
止
し
て
教
育
か

ら
神
道
的
要
素
を
払
拭
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
神
道
指
令
（
第
三
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指
令
）、
専
ら
「
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

教
え
込
む
の
に
資
し
た
と
さ
れ
る
教
科
の
廃
止
を
目
論
ん
だ「
修
身
・

日
本
歴
史
及
地
理
ノ
授
業
停
止
ニ
関
ス
ル
件
」（
第
四
指
令
）
か
ら

成
る
。

し
か
し
、
他
の
三
つ
の
指
令
が
教
育
政
策
プ
ロ
パ
ー
に
属
す
る
内

容
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、神
道
指
令
に
は
十
月
四
日
に
出
さ
れ
た「
政

治
的
、
公
民
的
、
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
除
去
の
件
」（
い
わ

ゆ
る
「
自
由
の
指
令
」）
に
縁
由
す
る
「
信
教
の
自
由
の
保
障
」
が

一
方
に
謳
わ
れ
て
い
て
、
い
わ
ば
教
育
政
策
と
宗
教
政
策
が
交
叉
す

る
位
置
に
あ
る
た
め
、
よ
り
複
雑
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留

意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

草
案
は
何
度
も
加
削
補
筆
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
当
初
の
草
案
に
入

っ
て
い
た
修
身
・
日
本
歴
史
・
地
理
教
育
の
停
止
、
祝
祭
日
の
改
定
、

教
育
勅
語
の
取
扱
い
な
ど
は
本
指
令
か
ら
外
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
措
置
さ
れ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
修
身
な
ど
の
授
業
の
停
止

は
別
の
指
令
に
委
ね
ら
れ
、
祝
祭
日
は
従
来
の
も
の
を
大
幅
に
変
更

す
る
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
を
促
し
、
教
育
勅
語

は
そ
の
〝
超
国
家
主
義
的
解
釈
〟
を
否
定
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る

天
皇
の
〝
人
間
宣
言
〟
詔
書
を
発
出
さ
せ
、
最
終
的
に
は
日
本
の
政

治
一
般
を
管
轄
下
に
置
く
民
政
局
（
Ｇ
Ｓ
）
が
議
会
の
両
院
に
排
除

な
い
し
失
効
確
認
の
決
議
を
行
な
う
よ
う
命
じ
て
、
事
実
上
の
禁
止

に
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

指
令
は
最
終
的
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最
高
司
令
官
の
名
で
発
令
さ

れ
、
日
本
政
府
に
交
付
さ
れ
た
が
、
ダ
イ
ク
は
「
こ
れ
で
総
司
令
部

の
出
す
べ
き
重
要
指
令
は
大
体
終
わ
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

神
道
指
令
の
内
容

指
令
は
、
ま
ず
第
一
項
に
お
い
て
十
三
項
目
に
も
及
ぶ
事
項
を
詳

細
に
列
拳
し
、そ
の
遵
守
を
強
く
求
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ「
停

止
」・「
廃
止
」・「
禁
止
」と
い
っ
た
不
作
為
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
整
理
し
て
み
る
と
―
―
神
社
神
道
に
対

す
る
公
の
財
政
的
補
助
・
公
的
要
素
導
入
の
停
止
、
神
祇
院
（
神
社

を
所
轄
す
る
内
務
省
の
外
局
）
の
廃
止
、
神
道
的
研
究
・
教
育
を
目

的
と
す
る
国
公
立
学
校
の
廃
止
、
神
道
的
研
究
・
教
育
を
目
的
と
す

る
私
立
学
校
に
対
す
る
公
の
財
政
的
援
助
の
禁
止
、
国
公
立
学
校
に

お
け
る
神
道
的
教
義
の
弘
布
の
禁
止
、
役
所
・
学
校
等
公
共
施
設
か

ら
神
棚
そ
の
他
神
道
的
色
彩
を
帯
び
た
も
の
の
撤
去
、
官
公
吏
（
今

日
の
国
家
・
地
方
公
務
員
）
が
公
的
資
格
で
神
社
参
拝
す
る
こ
と
の

禁
止
等
々
、
多
面
的
に
わ
た
っ
て
い
る
。
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大
半
は
国
家
神
道
の
廃
止
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
中
に

は
文
部
省
教
学
局
が
戦
時
下
の
国
民
教
化
の
た
め
に
編
纂
・
発
刊
し

た
『
国
体
の
本
義
』・『
臣
民
の
道
』
な
ど
の
頒
布
禁
止
や
、「
大
東

亜
戦
争
」・「
八
紘
一
宇
」
な
ど
の
用
語
の
使
用
禁
止
の
よ
う
な
神
道

と
は
直
接
関
係
の
な
い
事
項
が
混
入
し
て
い
る
た
め
に
、
国
家
神
道

の
廃
止
と
い
う
指
令
の
本
来
の
趣
旨
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
箇
所
も
あ

る
。こ

れ
は
ド
イ
ツ
敗
戦
後
、
連
合
国
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
『
我
が
闘
争
』

を
は
じ
め
と
す
る
ナ
チ
ス
関
係
の
書
籍
・
文
献
を
こ
と
ご
と
く
禁
書

と
し
、
ナ
チ
ズ
ム
固
有
の
用
語
「
生レ

ー
ベ
ン
ス
ラ
ウ
ム

存
圏
」
や
「
支ヘ

レ
ン
・
フ
ォ
ル
ク

配
者
民
族
」
な

ど
の
使
用
禁
止
を
命
じ
た
の
に
倣な

ら

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
と

日
本
で
は
事
情
は
い
さ
さ
か
違
う
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
占
領
が
終
わ

り
、
独
立
を
回
復
し
て
も
反
ナ
チ
政
策
は
従
前
と
変
わ
ら
ず
継
続
さ

れ
た
が
、
日
本
で
は
対
日
講
和
条
約
が
発
効
し
、
主
権
回
復
と
同
時

に
そ
う
し
た
束
縛
は
す
べ
て
無
く
な
り
、
言
論
・
出
版
・
表
現
な
ど

の
自
由
は
法
に
抵
触
し
な
い
限
り
保
障
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。　

『
国
体
の
本
義
』
な
ど
の
官
版
書
籍
は
ほ
ぼ
完
壁
に
過
去
の
遺
物
と

化
し
て
社
会
的
影
響
力
は
皆
無
に
等
し
い
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
特

定
の
用
語
に
対
す
る
禁タ

ブ
ー忌

も
な
い
。「
大
東
亜
戦
争
」
は
書
籍
や
映

画
の
タ
イ
ト
ル
に
付
せ
ら
れ
て
も
全
く
問
題
と
な
ら
な
い
し
、「
八

紘
一
宇
」
に
至
っ
て
は
、
あ
の
東
京
裁
判
に
お
い
て
検
察
側
か
ら
日

本
の
膨
脹
主
義
の
代
名
詞
だ
と
糾
弾
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
判
決
で

は
「
一
人
の
統
治
者
の
も
と
に
世
界
の
隅
々
ま
で
結
合
す
る
と
い

う
こ
と
、
ま
た
は
世
界
を
一
つ
の
家
族
に
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る

U
niversal Brotherhood

の
謂い

い

に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
、「
究
極
的
に

は
全
世
界
に
普
及
す
る
運
命
を
も
っ
た
人
類
の
普
遍
的
な
原
理
以
上

の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

話
が
少
々
逸
れ
か
か
っ
た
の
で
元
に
戻
す
が
、
第
一
項
が
各
論
と

す
れ
ば
、
こ
れ
に
続
く
第
二
項
は
指
令
の
目
的
、
基
本
的
概
念
の
定

義
、
適
用
の
基
準
な
ど
を
規
定
し
た
総
論
に
相
当
し
よ
う
。

ま
ず
、
冒
頭
で
「
本
指
令
ノ
目
的
ハ
宗
教
ヲ
国
家
ヨ
リ
分
離
ス
ル

ニ
ア
ル
、
マ
タ
宗
教
ヲ
政
治
的
目
的
ニ
誤
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
防
止
シ
、

正
確
ニ
同
ジ
機
会
卜
保
護
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
ア
ラ
ユ
ル

宗
教
、
信
仰
、
信
条
ヲ
正
確
ニ
同
ジ
法
的
根
拠
ノ
上
ニ
立
タ
シ
メ
ル

ニ
ア
ル
」
と
宣
明
し
、
指
令
の
究
極
の
目
的
が
宗
教
と
国
家
の
徹
底

的
な
分
離
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
る
。

政
教
分
離
の
思
想
と
制
度
の
母
国
で
あ
る
米
国
で
一
般
に
行
な
わ

れ
て
い
る
政
教
分
離
―
―
「
教
会
と
国
家
の
分
離
」（Separation 

of Church and State

）
と
は
際
立
っ
て
異
な
る
「
宗
教
と
国
家
の

分
離
」（Separation of Religion and State

）
と
い
う
極
端
に
厳
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格
な
分
離
で
あ
る
（
旧
ソ
連
や
中
国
・
北
朝
鮮
な
ど
ご
く
一
部
の
社

会
主
義
国
で
し
か
見
ら
れ
な
い
）。

注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
厳
格
な

政
教
分
離
の
原
則
は
神
道
以
外
の
す
べ
て
の
宗
教
に
も
平
等
に
適
用

さ
れ
る
と
謳
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
建
前
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
実
態

は
大
き
く
異
な
っ
た
。
概
し
て
神
道
に
厳
し
く
（
た
と
え
ば
、
正
月

を
祝
っ
て
鉄
道
省
所
管
の
鉄
道
の
駅
に
飾
ら
れ
た
注し

連め

縄な
わ

の
撤
去
）、

仏
教
は
比
較
的
穏
便
に
扱
わ
れ
（
た
と
え
ば
、
刑
務
所
内
に
設
け
ら

れ
て
い
た
教
誨
堂
の
仏
壇
は
し
ば
ら
く
存
置
し
、
自
由
参
拝
を
容

認
）、
キ
リ
ス
ト
教
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
の
支
援
も
あ
っ
て
、

む
し
ろ
積
極
的
に
便
宜
が
図
ら
れ
た
（
学
校
や
図
書
館
な
ど
に
大
量

の
邦
訳
聖
書
を
頒
布
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
国
家
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
た
神
社
神
道
は

「
若
シ
ソ
ノ
信
奉
者
ガ
望
ム
場
合
ニ
ハ
一
宗
教
ト
シ
テ
認
メ
ラ
レ
ル

デ
ア
ラ
ウ
」
と
の
指
令
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
公
法
人
た

る
地
位
を
離
れ
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
宗
教
法
人
令
（
後
の
宗
教
法

人
法
の
前
身
）
に
よ
る
一
民
間
宗
教
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
国
家
神
道
」
な
る
語
は
戦

前
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
で
あ
っ
て
、

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
本
指
令
が
出
さ
れ
て
か
ら
の

こ
と
。
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
定
義
は
「
日
本
政
府
ノ
法
令
ニ
依
ツ
テ

宗
派
神
道
或
ハ
教
派
神
道
卜
区
別
セ
ラ
レ
タ
ル
神
道
ノ
一
派
、
即
チ

国
家
神
道
乃
至
神
社
神
道
ト
シ
テ
、
一
般
ニ
知
ラ
レ
タ
ル
非
宗
教
的

ナ
ル
国
家
的
祭
祀
ト
シ
テ
類
別
セ
ラ
レ
タ
ル
神
道
ノ
一
派
（
国
家
神

道
或
ハ
神
社
神
道
）
ヲ
指
ス
モ
ノ
デ
ア
ル
」
と
あ
る
。

前
段
の
「
日
本
政
府
ノ
法
令
ニ
依
ツ
テ
宗
派
神
道
或
ハ
教
派
神
道

卜
区
別
セ
ラ
レ
タ
ル
神
道
ノ
一
派
」　

で
と
ど
め
て
お
け
ば
何
と
か

意
味
は
通
じ
る
が
、
後
段
の
「
即
チ
…
…
」
以
下
の
同ト

ー
ト
ロ
ジ
ー

義
反
復
に
陥

っ
た
冗
漫
な
一
節
が
続
く
た
め
に
文
意
が
ひ
ど
く
混
乱
し
て
く
る
か

ら
だ
。
ご
く
簡
明
に
ま
と
め
れ
ば
、「
国
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た

非
宗
教
と
し
て
の
神
社
神
道
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

指
令
に
基
づ
く
追
加
措
置
と
そ
の
後
の
適
用
緩
和

本
指
令
が
発
出
さ
れ
て
半
年
ほ
ど
は
指
令
の
実
施
に
関
わ
る
追
加

措
置
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
指
令
発
出
当
時
に
文
部
省
の
宗
務
課
長

で
あ
っ
た
福
田
繁
氏
は
私
の
質
問
に
対
し
、「
指
令
を
起
草
し
た
バ

ン
ス
課
長
も
次
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
出
し
て
よ
い
か
よ
く
わ
か
ら

ず
、
い
わ
ば
一
種
の
研
究
期
間
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
」
と
述
懐
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し
て
い
る
よ
う
に
、
翌
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
の
夏
頃
か
ら
追
加

的
な
措
置
が
相
次
い
で
検
討
さ
れ
は
じ
め
、
逐
次
実
施
さ
れ
て
行
っ

た
。そ

れ
は
個
別
に
文
書
に
よ
る
指
令
を
発
し
て
な
さ
れ
た
も
の
（
町

内
会
・
隣
組
な
ど
に
よ
る
神
道
の
支
援
禁
止
、
明
治
以
来
の
国
有
社

寺
境
内
地
の
譲
渡
）、
新
し
い
立
法
に
よ
る
も
の
（「
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
よ
る
祝
祭
日
の
改
変
）、
政
府
の
通
牒
等

を
通
し
て
指
示
し
た
も
の
（
戦
歿
者
の
公
葬
、
忠
魂
碑
・
忠
霊
塔
の

措
置
、
公
共
建
造
物
の
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
の
禁
止
、
国
公
立
学
校
児

童
・
生
徒
に
よ
る
社
寺
等
の
宗
教
施
設
訪
問
の
禁
止
）
等
々
、
ご
く

一
部
を
除
い
て
極
め
て
厳
し
い
規
制
措
置
で
あ
る
。

そ
の
中
で
予
想
外
に
穏
や
か
な
扱
い
を
受
け
た
の
は
皇
室
祭
祀
で

あ
る
。
神
道
指
令
の
発
出
に
と
も
な
っ
て
皇
室
祭
祀
に
つ
い
て
定
め

た
「
皇
室
祭
祀
令
」
の
ご
く
一
部
が
削
除
さ
れ
た
だ
け
で
、
宮
中
三

殿
で
の
祭
祀
も
、
皇
室
財
産
か
ら
新
た
に
国
有
財
産
に
編
入
さ
れ
た

山
陵
で
の
祭
祀
も
、
概
ね
こ
れ
ま
で
通
り
の
祭
儀
が
営
ま
れ
た
。
皇

室
祭
祀
の
処
遇
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
新
憲
法
・
新
皇
室

典
範
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
「
皇
室
祭
祀
令
」
な
ど
の
皇
室
令
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。　

し
か
し
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
的
土
壌
、
社
会
生
活
の
実
情
を

余
り
に
も
無
視
し
た
指
令
の
厳
格
な
適
用
は
多
く
の
混
乱
を
生
じ
、

全
国
各
地
か
ら
の
苦
情
や
懇
願
が
地
方
軍
政
部
を
通
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

持
ち
込
ま
れ
た
た
め
、
彼
ら
も
年
を
追
っ
て
行
き
過
ぎ
た
措
置
を
見

直
し
、
指
令
の
適
用
を
改
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
適
用
の
緩
和
が
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
、
国
や
公
共

団
体
の
建
造
物
の
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
の
挙
行
禁
止
は
、
工
事
の
安
全

と
建
造
物
の
完
成
を
祈
る
古
来
の
社
会
的
慣
習
が
禁
じ
ら
れ
る
の
は

建
築 

関
係
者
に
と
っ
て
心
理
的
に
苦
痛
で
あ
る
の
で
、
文
部
省
は

「
民
間
の
建
築
業
者
が
主
催
」
し
、「
官
公
吏
等
の
公
的
参
列
」
の
よ

う
な
公
的
要
素
を
導
入
し
な
い
な
ら
ば
差
支
え
な
い
、
と
い
う
趣
旨

の
通
牒
を
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
発
し
て
全
面
的
に
解
禁
し
た
。

次
に
、
国
公
立
学
校
の
生
徒
・
児
童
ら
に
よ
る
社
寺
訪
問
の
全
面

的
禁
止
は
、
我
が
国
の
歴
史
・
文
化
を
実
地
見
学
に
よ
っ
て
学
ぶ
修

学
旅
行
の
意
義
を
決
定
的
に
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
文
部
省
は
同
年
十
月
に
あ
く
ま
で
も
「
文
化
上
の
目
的
」
で
実

施
し
、
な
お
か
つ
「
強
制
、
命
令
し
な
い
」
な
ど
の
条
件
を
付
し
て

こ
れ
を
容
認
す
る
姿
勢
に
転
じ
た
。

と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
な
の
は
公
葬
（
国
や
公
共
団
体
が
主
催
し

て
行
な
う
葬
儀
・
慰
霊
祭
）
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
出

さ
れ
た
「
公
葬
等
に
つ
い
て
」
の
通
喋
は
宗
教
的
儀
式
を
伴
う
公
葬
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を
一
切
禁
止
し
て
い
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
三
年
後
の
昭
和
二
十
四

年
（
一
九
四
九
年
）
十
一
月
に
急
死
し
た
松
平
恒
雄
参
議
院
議
長
の

参
議
院
葬
（
神
式
）
を
皮
切
り
に
、
公
共
企
業
体
で
あ
る
国
鉄
の
殉

職
職
員
慰
霊
祭
（
昭
二
五　

仏
式
）、
幣
原
喜
重
郎
衆
議
院
議
長
の

衆
議
院
葬
（
昭
二
六 
仏
式
）、
原
爆
症
で
亡
く
な
っ
た
長
崎
市
名
誉

市
民
で
あ
る
永
井
隆
博
士
の
長
崎
市
民
葬
（
昭
二
六 

カ
ト
リ
ッ
ク

式
）
な
ど
、
相
次
い
で
宗
教
的
公
葬
が
営
ま
れ
た
。

中
で
も
印
象
深
い
の
は
同
じ
く
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）

に
崩
御
さ
れ
た
貞
明
皇
后
（
大
正
天
皇
の
皇
后
）
の
御
葬
儀
で
あ
る
。

現
典
範
に
は
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
貞
明
皇
后
が
天
皇
と
格

別
に
深
い
縁
故
の
あ
る
お
方
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
て
、
宮
内
庁
長

官
を
大
葬
儀
委
員
長
と
し
、
必
要
な
費
用
は
国
費
で
支
弁
、
事
実
上

国
葬
に
準
じ
て
斎
行
さ
れ
た
。
そ
の
方
式
も
す
で
に
失
効
し
て
い
る

「
皇
室
喪
儀
令
」
に
ほ
ぼ
準
拠
す
る
国
礼
・
国
式
（
広
い
意
味
で
の

神
式
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

政
府
は
神
道
指
令
や
憲
法
と
の
関
係
を
慎
重
に
配
慮
し
て
、
事
前

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
折
衝
し
た
と
こ
ろ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
葬
儀
に
つ
い
て
は
、

宗
教
と
結
び
つ
か
な
い
も
の
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
す

れ
ば
国
の
経
費
で
あ
っ
て
も
、
御
本
人
の
宗
教
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
。
そ
れ
は
憲
法
に
違
反
し
な
い
」
と
い
う
予
想
外
に
好
意
的
な

見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

占
領
末
期
と
は
い
い
な
が
ら
、
神
道
指
令
が
依
然
と
し
て
効
力
を

有
し
て
い
た
時
期
に
、指
令
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
発
せ
ら
れ
た「
公

葬
等
に
つ
い
て
」
の
通
牒
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
宗
教
的
公
葬

が
、
公
然
と
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
な

い
。神

道
指
令
と
憲
法
の
政
教
分
離

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
指
令
第
二
項
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
本

指
令
ノ
目
的
ハ
宗
教
ヲ
国
家
ヨ
リ
分
離
ス
ル
ニ
ア
ル
」
と
い
う
一
節

は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、
対
日
講
和
条
約
が
発
効
し
て

す
べ
て
の
占
領
政
策
が
終
焉
を
迎
え
た
時
点
で
命
脈
を
絶
た
れ
た
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、こ
れ
を
そ
の
ま
ま
憲
法
解
釈
に
導
入
し
て
、

憲
法
は
国
や
公
共
団
体
が
宗
教
に
関
わ
る
こ
と
を
一
切
禁
止
し
て
い

る
と
解
す
る
、「
完
全
分
離
」（「
厳
格
分
離
」「
絶
対
的
分
離
」
な
ど

も
同
義
）
の
考
え
方
が
学
界
・
言
論
界
や
宗
教
界
な
ど
に
今
日
も
根

強
く
残
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
神
道
指
令
が
効
力
を
有
し
て
い
た
時
期
に
現
憲
法
が

起
草
さ
れ
、
公
布
・
施
行
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
説
く
の
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は
い
か
に
も
一
理
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
言
及
は
な
く
、
ど
う
し
て
も
憲

法
に
謂
う
政
教
分
離
原
則
を
「
完
全
分
離
」
で
解
釈
・
運
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
合
理
的
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

い
や
、
む
し
ろ
事
実
上
の
立
法
者
で
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
担
当
官
の
方

が
一
定
の
範
囲
で
国
や
公
共
団
体
と
宗
教
の
関
わ
り
を
認
め
る
「
限

定
的
分
離
」
の
立
場
に
与く

み

す
る
ケ
ー
ス
が
目
に
と
ま
る
の
で
あ
る
。　

た
と
え
ば
、
ま
ず
、
Ｇ
Ｓ
で
の
憲
法
草
案
の
起
草
に
は
神
道
指
令

を
構
想
し
、
立
案
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
全
く
関
係
が
な
か
っ
た
。
バ
ン
ス

の
下
で
主
と
し
て
靖
国
神
社
・
護
国
神
社
に
関
す
る
調
査
や
、
宗
教

法
人
法
案
の
作
成
に
携
わ
っ
た
特
別
企
画
官
Ｗ
・
Ｐ
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド

は
「
憲
法
改
正
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
責
任
範
囲
で
は
な
い
。
バ
ン
ス
課
長
は

Ｇ
Ｓ
の
合
議
に
応
じ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
憲
法
二
十
条
お
よ

び
八
十
九
条
と
神
道
指
令
の
関
係
を
過
大
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
（
後
に
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
宗
教
政
策
に
関
す
る

詳
細
な
経
緯
を
論
述
し
た
一
書
を
公
に
し
て
い
る
）。

他
方
、
Ｇ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
明
治
憲
法
の
改
正
（
す
な
わ

ち
現
憲
法
の
制
定
）
に
関
わ
っ
た
Ｍ
・
Ｅ
・
ラ
ウ
エ
ル
所
蔵
の
文
書

に
は
、
二
十
条
は
「
信
教
の
自
由
を
正
面
か
ら
保
障
し
、
か
つ
教
会

と
国
家
の
分
離
を
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
」
と
の
文
言
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
神
道
指
令
の
目
的
と
さ
れ
た
「
宗
教
と
国
家
の
分
離
」

で
は
な
く
「
限
定
的
分
離
」
を
意
味
す
る
「
教
会
と
国
家
の
分
離
」

を
標
榜
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
同
じ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
属
し
な
が
ら
、
宗
教
教
育
の
推
進
に
積

極
的
で
あ
っ
た
教
育
課
の
課
長
補
佐
Ｉ
・
Ｃ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
は
「
国

家
と
宗
教
の
完
全
な
分
離
が
あ
り
え
、
ま
た
、
教
育
の
内
部
に
お
け

る
完
全
な
分
離
が
存
在
し
う
る
」
と
考
え
た
宗
教
課
の
見
解
を
「
誤

っ
た
仮
定
」
だ
と
断
じ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
内
部
に
お
い
て
さ
え
、
肝

腎
の
政
教
分
離
に
関
し
て
重
大
な
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
も
見

逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

何
よ
り
も
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
占

領
中
期
か
ら
神
道
指
令
の
適
用
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
実
は
神
道
指
令
が
依
然
と
し
て
効
力
を
有
し

て
い
た
時
期
に
お
け
る
憲
法
運
用
の
実
績
に
ほ
か
な
ら
ず
、
憲
法
の

政
教
分
離
条
項
（
二
十
条
。
八
十
九
条
）
は
こ
の
程
度
ま
で
柔
軟
な

運
用
を
許
容
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。　

し
た
が
っ
て
、
よ
し
ん
ば
百
歩
譲
っ
て
神
道
指
令
の
趣
旨
が
憲
法

に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
も
憲
法
の
政

教
分
離
原
則
を
「
完
全
分
離
」
で
解
釈
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
毛
頭
な
い
。
指
令
が
あ
る
時
期
か
ら
緩
や
か
に
適
用
さ
れ
る
こ
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と
が
可
能
に
な
っ
た
以
上
、
指
令
の
趣
意
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
憲

法
も
同
様
に
緩
や
か
に
運
用
さ
れ
る
柔
軟
性
を
獲
得
し
た
と
解
し
て

も
問
題
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）
四
月
二
十
八
日
、
対
日
講
和
条

約
が
発
効
し
て
我
が
国
が
主
権
を
回
復
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
神
道
指

令
は
失
効
、
六
年
数
か
月
に
及
ぶ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
抑
圧
政
策
は
終
わ

り
、
神
道
も
他
の
宗
教
と
同
等
の
処
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。　

た
と
え
ば
、
陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
有
志
が
部
隊
内
に
建
て
た
小
祠

が
撤
去
さ
せ
ら
れ
た
新
発
田
駐
屯
地
神
祠
問
題
（
昭
二
九
）、
東
京

都
中
央
区
が
所
有
す
る
会
館
に
神
前
結
婚
式
場
を
設
け
る
の
は
違
憲

だ
と
し
て
住
民
監
査
請
求
が
起
こ
さ
れ
た
神
殿
設
備
違
憲
問
題
（
昭

三
九
）
な
ど
、
神
道
に
関
わ
る
政
教
事
件
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
後
世
へ
の
影
響
度
に
お
い
て
群
を
抜
い
て

い
る
の
は
「
津
地
鎮
祭
訴
訟
」
で
あ
る
。

時
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）
三
月
三
十
一
日
の
こ
と
。
三

重
県
津
市
が
市
の
総
合
体
育
館
の
起
工
に
際
し
て
津
市
内
の
神
職
の

奉
仕
に
よ
る
地
鎮
祭
を
挙
行
し
た
こ
と
に
対
し
、
津
市
議
会
議
員
の

一
人
が
津
市
長
ら
を
相
手
ど
っ
て
、
地
鎮
祭
を
市
が
執
り
行
い
、
そ

の
費
用
と
し
て
市
の
公
金
七
、六
六
三
円
（
神
職
へ
の
謝
礼
四
、
○

○
○
円
、
供
物
料
三
、六
六
三
円
）
を
支
出
し
た
の
は
、
国
お
よ
び

そ
の
機
関
が
宗
教
的
活
動
を
行
な
う
こ
と
を
禁
じ
た
憲
法
二
十
条
三

項
、
宗
教
上
の
組
織
も
し
く
は
団
体
へ
の
公
金
の
支
出
を
禁
じ
た

八
十
九
条
に
違
反
す
る
か
ら
、
連
帯
し
て
右
金
員
を
市
に
支
払
え
と

い
う
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

一
審
の
津
地
裁
は
原
告
の
主
張
を
こ
と
ご
と
く
却
け
た
が
、
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
五
月
十
四
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
控
訴
審

の
名
古
屋
高
裁
は
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
原
告
側
の
主
張
を
ほ
ぼ

全
面
的
に
認
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
日
本
国
憲
法
は
西
欧
諸
国
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る

「
国
家
と
教
会
の
分
離
」
で
は
な
く
、「
国
家
と
宗
教
の
分
離
」
と

い
う
徹
底
し
た
政
教
分
離
の
原
則
を
確
立
し
（
二
十
条
）、
さ
ら
に

財
政
的
側
面
か
ら
も
裏
付
け
規
制
し
た
の
だ
か
ら
（
八
十
九
条
）、

二
十
条
三
項
に
い
う
「
宗
教
的
活
動
」
と
は
、特
定
の
宗
教
の
布
教
、

教
化
、
宣
伝
を
目
的
と
す
る
行
為
の
ほ
か
、
祈
禱
、
礼
拝
、
儀
式
、

祝
典
、
行
事
等
、
お
よ
そ
宗
教
的
信
仰
の
表
現
で
あ
る
一
切
の
行
為

を
包
括
す
る
と
断
定
。　

ゆ
え
に
、
本
件
地
鎮
祭
は
特
定
宗
教
に
よ
る
宗
教
儀
式
で
あ
る
と

同
時
に
、
憲
法
二
十
条
三
項
で
禁
止
す
る
「
宗
教
的
活
動
」
に
該
当
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す
る
の
で
、
津
市
が
主
催
し
て
挙
行
し
た
地
鎮
祭
は
政
教
分
離
の
原

則
に
違
背
し
、
違
憲
で
あ
る
―
―
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し

く
「
完
全
分
離
」
に
立
っ
た
判
断
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
転
し
て
敗
訴
し
た
被
告
の
津
市
側
は
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高

裁
に
上
告
、
最
高
裁
は
本
件
を
十
五
人
の
裁
判
官
全
員
で
審
理
す
る

大
法
廷
に
回
付
し
、
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）
十
二
月
八
日
に
当

事
者
双
方
に
よ
る
口
頭
弁
論
を
行
な
わ
し
め
た
。
大
法
廷
に
回
付
さ

れ
、
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
る
と
重
大
な
判
例 

の
変
更
、
あ
る
い
は

新
た
な
憲
法
判
断
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
関
係
者
の
注

目
を
集
め
た
が
、 

果
せ
る
か
な
翌
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
七
月

十
三
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
の
は
、
高
裁
判
決
を
覆
す
原
告
全
面
敗
訴

の
逆
転
判
決
で
あ
っ
た
。

当
日
、
最
高
裁
か
ら
関
係
者
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
配
布
さ
れ

た
「
判
決
要
旨
」
は
、
ま
ず
憲
法
の
定
め
る
政
教
分
離
原
則
に
つ
い

て
「
国
家
が
宗
教
的
に
中
立
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
」
で
あ

る
が
、「
国
家
が
宗
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
こ
と
を
全
く
許

さ
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
宗
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
た
ら
す

行
為
の
目
的
及
効
果
」
に
鑑
み
て
「
そ
の
か
か
わ
り
合
い
が
わ
が
国

の
社
会
的
・
文
化
的
諸
条
件
」
に
照
ら
し
、「
信
教
の
自
由
の
保
障

の
確
保
」
と
い
う
制
度
目
的
か
ら
見
て
「
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超

え
る
」場
合
に「
こ
れ
を
許
さ
な
い
と
す
る
」と
の
原
則
を
提
示
す
る
。

次
い
で
、
憲
法
二
十
条
三
項
に
い
う
「
宗
教
的
活
動
」
と
は
「
国

お
よ
び
そ
の
機
関
の
活
動
」
で
「
宗
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ

す
べ
て
の
行
為
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
の
目
的
が
「
宗

教
的
意
義
」
を
持
ち
、
そ
の
効
果
が
「
宗
教
に
対
す
る
援
助
、
助
長
、

促
進
又
は
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る
よ
う
な
行
為
」
を
指
し
、
本
件
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
明
確
に
定
義
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
件
地
鎮
祭
は
「
宗
教
と
か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
」
を
否
定
で
き
な
い
が
、 

そ
の
目
的
が
「
土
地
の
平
安

堅
固
、
工
事
の
無
事
安
全
」
を
願
う
社
会
の
一
般
的
慣
習
に
従
っ
た

儀
礼
に
と
ど
ま
る「
専
ら
世
俗
的
な
も
の
」と
認
め
、そ
の
効
果
が「
神

道
を
援
助
、
助
長
、
促
進
し
又
は
他
の
宗
教
に
圧
迫
、
干
渉
を
加
え

る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
、
津
市
の
行
為
は
「
宗
教
的

活
動
に
あ
た
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
本
判
決
は
憲
法
の
定
め
る
政
教
分
離
制
度
を
「
限
定

的
分
離
」
と
解
し
、「
信
教
の
自
由
の
保
障
」
の
原
則
を
前
提
と
し

つ
つ
、
国
や
公
共
団
体
が
一
定
の
範
囲
で
宗
教
と
関
わ
る
こ
と
を
認

め
、
そ
の
判
断
の
基
準
を
当
該
行
為
の
「
目
的
」
と
「
効
果
」
と
い

う
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
後
に
こ
の
法
理
は
一
般

に
「
目
的
効
果
基
準
」
と
称
さ
れ
、
司
法
界
に
定
着
し
て
い
く
こ
と



139　　　神社の起源と祭りの伝統 　138

に
な
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
判
決
は
国
家
神
道
の
意
義
・
歴
史
や
神

道
指
令
の
適
用
緩
和
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
認
識
不
足
で

あ
る
点
に
憾
み
は
残
る
が
、
そ
の
結
論
自
体
は
我
が
国
の
文
化
や
伝

統
、
精
神
的
土
壌 
か
ら
見
て
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

本
年
（
令
和
三
年
）
は
昭
和
五
十
二
年
に
「
津
地
鎮
祭
訴
訟
」
最

高
裁
判
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
か
ら
四
十
四
年
。
そ
の
間
に
最
高
裁

ま
で
審
理
さ
れ
、
確
定
し
た
政
教
分
離
関
係
訴
訟
は
三
十
件
に
及
ぶ

（
そ
の
う
ち
合
憲
が
二
十
七
件
、
違
憲
が
三
件
）。
そ
の
一
つ
一
つ
に

触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
訴
訟
全
体
の
流
れ
は
、「
愛
媛
県
玉
串
料

訴
訟
」
判
決
（
平
九
）
を
除
い
て
概
ね
津
訴
訟
判
決
の
法
理
に
の
っ

と
っ
た
穏
当
な
判
断
が
続
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
た
か
だ
か
七
年

足
ら
ず
の
寿
命
で
し
か
な
か
っ
た
神
道
指
令
の
束
縛
を
今
日
ま
で
引

き
摺ず

っ
て
き
た
我
が
国
の
戦
後
史
を
顧
み
て
憮
然
た
る
思
い
を
禁
じ

得
な
い
。

主
要
参
考
文
献

大
原
康
男
『
神
道
指
令
の
研
究
』（
原
書
房
）

同
右　
『
現
代
日
本
の
国
家
と
宗
教
』（
展
転
社
）

神
社
新
報
社
編
『
神
道
指
令
と
戦
後
の
神
道
』（
神
道
新
報
社
）

政
教
関
係
を
正
す
会
編
『
法
と
宗
教
』（
経
済
往
来
社
）

神
社
新
報
創
刊
六
十
周
年
記
念
出
版
委
員
会
編
『
戦
後
の
神
社
・
神
道
―
歴
史

と
課
題
―
』（
神
社
新
報
社
）

政
教
関
係
を
正
す
会
編
『
実
例
に
学
ぶ
「
政
教
分
離
」』（
正
・
続
・
新
）（
展
転
社
）

江
藤
淳
・
小
堀
桂
一
郎
編
『
靖
国
論
集
』（
日
本
教
文
社
）

神
社
本
庁
編
『
神
社
本
廳
十
年
史
』（
神
社
本
庁
）

久
保
田
収
『
神
道
指
令
の
超
克
』（
錦
正
社
）

葦
津
珍
彦
『
国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
神
社
新
報
社
）

百
地
章
『
靖
国
と
憲
法
』（
成
文
堂
）




